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表１ 同調行動における因子ごとの尺度得点 
内面 表面 内面 表面 内面 表面
平均値 2.63 3.18 2.75 3.30 2.69 3.24
標準偏差 0.70 0.67 0.75 0.66 0.73 0.67
最大値 4.25 5.00 4.75 4.86 4.75 5.00




























































































アサーション型 非主張型 攻撃型 分類不能 計
人数（名） 40 53 59 4 156
割合（％） 25.6 34.0 37.8 2.6 100.0
人数（名） 54 37 64 1 156
割合（％） 34.6 23.7 41.0 0.6 100.0
人数（名） 27 99 17 13 156













   
表４ 分類結果（全体） 




























人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合
アサーション型 13 18.6 14 16.3 10 12.8 17 21.8
非主張型 18 25.7 35 40.7 30 38.5 23 29.5
攻撃型 23 32.9 15 17.4 19 24.4 19 24.4
その他 16 22.9 22 25.6 19 24.4 19 24.4
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表６ コミュニケーション傾向の群別にみた同
調行動得点 
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
アサーション型 2.68 0.61 3.15 0.57
非主張型 2.90 0.74 3.48 0.63




















主 効 果 が 有 意 で あ り （ F(1,112)=5.58, 偏 η
2=.05,p<.05），男子の方が女子よりも得点が高
か っ た 。 交 互 作 用 は 有 意 で は な か っ た
（F(2,112)=0.26,偏η2=.01, p=.77）。学年についても
同様の２要因分散分析を行ったが，学年の主効













の 主 効 果 が 有 意 で あ り （ F(1,112)=4.49, 偏 η
2=.04,p<.05），２年生の方が１年生よりも得点が
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資料１ 学習とコミュニケーションに関する質問紙調査（抜粋） 
  
  
 
176
